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 頭部 頚部 体幹部 脊椎関係 四肢 
小児科   60件 49件 3件 3件 2件 3件 
新生児科 61件 59件  1件 1件  











① の場合は 38週から予定日の間 
② の場合は退院するまでの間 







































覚醒の確認については小児科医が、①意識 ②呼吸状態 ③歩行 ④飲水（清澄水）の 4項目を主に確
認し、患児の全体的な様子も観察する。 
検査終了後完全に覚醒が確認されるまでの時間は、これまでの経験から平均約 2時間程度を要している
が、患児の状態によっては主治医の判断でそのまま入院を継続している。 
新生児科では、24時間パルスオキシメーター等で監視しており、病棟には新生児科医師が時間外や休日
も含め常駐し対応している。 
 
 
【最後に】 
鎮静下でMRI検査を行う場合、リスクを負って検査を受けている患児に対して、私たち技師は安全を
確保しつつ、検査を完結させなくてはならない。その為には検査、画像診断のポイントを押さえ、必要
に応じて撮像順やパラメーターの変更を適切に行う必要がある。 
「MRI 検査時の鎮静に関する共同提言」により、当院でも鎮静の方法や体制が見直されたが、この提
言のうち、「必ずしなければならない 25項目」をクリアしたに過ぎない。同「強く推奨する 21項目」
では、呼気終末二酸化炭素の監視するカプノメーターの配備や隣接エリアに回復室の確保など構造に関
するものもあり、次期装置更新時の課題としたい。 
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